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問　題

　現在，われわれは，社会人（労働者層）を対象として政治的態度を中心領域とした調査を計

画中である。本研究は，この調査において簡便に使用できる政治的態度尺度の開発を目的とし

ている。

　大学などの教育機関に属する研究者にとって，大学生を対象とした態度調査を実施する場合

には，調査に要する時間の制約はさほどないものであり，多数の被験者を対象として多くのア

ンケート項目を含む調査を容易におこなうことができる。現代心理学の知見は大学新入生を対

象としだ鉛筆と質問紙調査（pencil and paper test）"に依存すると郷楡される所以である。

しかしながら，政治的態度の研究は，大学生から得られた知見だけでは不十分であることはい

うまでもない。特に社会人など一般有権者を対象にしなければ，政治的態度研究の意義はほと

んど見いだせなくなる。ところが，質問項目数が多くなればなるほど，一般人を対象とした調

査は実施が困難となる。しかし，実施可能性を高めるために項目数を減らしたことによって信

頼性と妥当性を犠牲にした調査からは十分な成果は得られない。

　そこで，われわれは，このような困難を回避するために，実施にかかる時間を短縮しながら

も，広範な測定内容をもち，かつ信頼性も高いキャッチフレーズ形式による態度尺度を開発す

ることにした。 Wilson & Patterson （1968）によれば，キャッチフレーズ形式による態度尺度

は，態度対象そのものを項目として使うために多謝|生による回答反応への影響，黙従反応や社

会的望ましさによる歪曲反応をある程度抑えることができるという。また, Kerlinger（1972）

は，同形式の尺度の利点として，項目が短く簡単なのでより広い態度領域をカバーしやすいこ

とをあげている。

　われわれは，これらの利点に着目し，キャッチフレーズ形式による態度尺度の開発をめざす

ことにした。そこで，われわれは測定領域をできるだけ広範にしつつも，構成後の尺度内項目

数は最大40項目以内に抑えるという目標のもとに，尺度構成をおこなうことにした。

方　法

I。質問紙の構成

　東（1994）が構成したキャッチフレーズ形式の態度項目に若干の修正を加えたものを項目群

の中心とした。さらに，職場関連の項目，当時の争点であった防災対策，政府の危機管理や規

制緩和，宗教法人，マスコミの過剰報道といった項目を付け加えて，計55項目のキャッチフレ

ーズ形式尺度項目を用いることにした。
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　また，構成された尺度の妥当性の検証のための外的規準として，政党支持に関する質問項目

も付け加えられた。

　さて，キャッチフレーズ尺度の教示は，口頭で次のようにおこなった。『以下には，社会や政

治に関するさまざまなトピックを表した単語やキャッチフレーズのリストがあります。あなた

は，これらのトピックについて，どの程度「よい」または「よくない」と思われますか。『まっ

たくよくない』から，『ひじょうによい』までの７段階のものさしがありますから，あなたの気

持ちに最も近いと思われる所の番号に○をつけてください。あまり考えこむと答えられなくな

りますので，最初に思った所に○をつけてください。それでは，こちらの読むスピードにあわ

せてご回答ください。』

　評定方法は，「まったくよくない」～「どちらでもない」～「ひじょうによい」の３カテゴリー

につき, 1点から７点までを１点間隔で区切って被験者に提示し，回答をおこなわせた。回答

反応の得点化は次のようにおこなった。まず「まったくよくない」には１点をあたえ，次に１

点きざみの間隔で２点，3点を割り当て，「どちらでもない」には４点を，つぎに５点, 6点を

割り当てる。そして「ひじょうによい」には７点を割り当てるという方式である。

2.調査方法と時期

　本調査は，社団法人国際経済労働研究所の協力を得て大手メーカーの従業員を対象として

1995年10月上旬から10月中旬にかけて行われた。調査の方法は，個々人に，質問紙を個別に配

付し，留置法により行われた。調査票の回収に際しては，記入済みの質問紙を封筒に厳封する

など，プライバシーを保護する配慮をおこなった。

　なお，調査当時は，村山富市を首班とする社会党，自民党，新党さきがけによる連立内閣が

成立していた時期であった。この時期は，衆議院の解散及び選挙はどの時期になるかが話題と

なっていたが，住専問題処理への公的資金導入は政治的争点とはなっていなかった。なお，被

験者の総数は375名であり，その内訳はTable 1に記した通りである。

Table 1　被験者の年齢×性別の人数構成

性別 20～29歳　30～39歳　40～49歳　50～59歳

男

女

80　　　　88　　　　91　　　　21

72　　　　15　　　　3　　　　5
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結果と考察

L項目分析

　主成分分析（Varimax回転およびPromax回転）によって全55項目のクラスクリンプをおこ

なった。東（1994）の研究にて報告したように，キャッチフレーズ尺度項目の因子解は，一般

因子的な因子と習性水準の因子が混在する傾向にあるようである。今回も，因子の抽象水準に

ふぞろいが生じたので，ひとまず習性水準の因子に負荷した項目を仮尺度として採用した。そ

して，複数の内容が混在している一般因子的な因子に負荷する項目に関しては, 2因子解をめ

どにして主成分分析（Varimax回転）をおこない，項目群の分割を図った。

　これらの作業を通じて, Table 2に示した13個の仮尺度が構成された。目的において述べたよ

うに，より少ない項目数で多岐にわたる測定領域をカバーしうる尺度構成を目標としたため，

項目数が3ｲ固以上の仮尺度項目については，さらに第一主成分の因子負荷をもとめ，負荷量の

高い順に3ｲ固の項目を採用することにした。なおこの作業によって項目数を減じた尺度を簡便

尺度とよぶことにする。最終的にこの簡便尺度に採用された項目は,Table 2ではアスタリスク

のマークを付して仮尺度の項目と区別している。なお，2項目のみで構成される尺度も3つあ

るが，今後，類似内容の項目を付け加えて，信頼注の確保を図る予定であり，今回の分析にお

いては，そのまま使用することにした。以上の項目分析によって，仮尺度項目数は42項目で，

簡便尺度は36項目となり，経済的かつ効率的な尺度構成ができたと思われる。

2。信頼性の評価

　項目分析において構成された仮尺度と簡便尺度の採点は，項目得点の単純加算によっておこ

なわれた。ただし，「現代世界の危機」と「政治腐敗批判」の2尺度に関しては項目得点を逆転

して採点をおこなった。これは，尺度得点の高くなる方向が尺度名の特性方向に一致するよう

にするためである。

　Table 3に仮尺度および簡便尺度のα係数を掲載した。全体的には仮尺度よりも項目数を減

じても信頼性には支障がないと考えられる。なお，態度尺度の場合,すくなくともα係数は0.6

台が要請されるところである。簡便尺度に関して，この条件を満たさないものとしては，政治

的保守主義尺度と雇用制度の現状維持尺度がある。その採否や改良に関しては後に論じること

として，以下ではここで開発された13尺度全てを使用して，その心理測定的性質を検討してい

くことにした。
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Table 2　キャッチフレーズ尺度項目一覧

Item No. ナショナリズム

24*　　君が代

38*　日の丸の国旗

17*　天皇制

31　　　愛国心

Item No. 日本政府の政策課題

49*　　高齢者福祉

48*　　政府の危機管理

45*　　防災対策

50　　地方分権

Item No. 政治参加

19*　　市民が政治に参加すること

5＊　　市民運動

26*　　政治に関心をもつこと

12　　　ストライキ

Item No.　社会・共産主義

46*　　社会主義

42*　　共産主義

Item No. 男女平等

15*　男女雇用機会均等法

8＊　　男女平等

Item No. 政治的保守主義

11*　　原子力発電所

4＊　　自衛隊

25*　　日米安保条約

18　　　日本国憲法の改正

39　　　資本主義

Item No. 現代世界の危機

20*　　核兵器

13*　　地球温暖化

27*　人種差別

34　　戦争

　６　　公害

Item No. 政治腐敗批判

21*　　企業による政治献金

14*　　日本の官僚

35*　　金権政治

７　　　派閥政治

28　　二世議員（議員の世襲）

Item No. 日本の国際貢献

44*　　日本が国連常任理事国入りすること

43*　　日本のＰＫＯ活動

36*　　日本の国際貢献

Item No,雇用制度の現状維持

55*　　年功序列制度

51*　　終身雇用制度

Item No. エコロジー

23*　　フロンガスの生産規制

16*　　地球環境問題へのとりくみ

9＊　　熱帯森林の保護

２　　　エコロジー

30　　無農薬野菜

Item No. 道徳的態度

1＊　　人それぞれの個性を尊重すること

3＊　　敬語

10*　　目上の人を尊敬すること

Item No. 自由主義

29*　　自由主義

33*　民主主義

22*　言論の自由

Item No. 残余項目

52　　　マスコミの過剰報道
47　　宗教法人法の改正

37　　非武装中立

54　　従軍慰安婦への賠償

41　　死刑制度

53　　規制緩和

40　　教科書の検定制度
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Table 3　各尺度のα係数

尺　度　名　　　　　仮尺度　簡便尺度

ナショナリズム　　　　0.792　　0.774

現代世界の危機　　　　0.838　　0.781

政治的保守主義　　　　0.588　　0.550

社会・共産主義*　　　　0.676　　0.676

日本の国際貢献*　　　　0.706　　0.706

政治腐敗批判　　　　　0.762　　0.705

政治参加　　　　　　　0.649　　0.798

自由主義*　　　　　　　0.756　　0.756

男女平等*　　　　　　　0.710　　0.710

日本政府の政策課題　　0.740　　0.769

エコロジー　　　　　　　0.746　　0.701

雇用制度の現状維持*　0.407　　0.407

道徳的態度*　　　　　　0.694　　0.694

注)＊は，仮尺度と簡便尺度の項目が同じこと

　を示す。

Table 4　簡便尺度の相関行列
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3.簡便尺度間相関行列と因子分析の結果

　簡便尺度間の関係をみるために，尺度間相関行列をもとめた（Table 4を参照）。尺度間の相

関は比較的高く，これらの尺度を統括するような上位因子の存在が予想された。そこで，尺度

間相関行列を主成分分析し, Varimax回転およびPromax回転を施して, 3因子を得た。結果

は, Table 5に示しか。

　第一因子はごエコロジー」，「道徳的態度」，「男女平等」汀政治参加」，「日本政府の政策課題」，

　「自由主義」，「日本の国際貢献」に正の負荷を持つ。社会的に解決すべき諸問題に対して関心

をもつ傾向を測定する因子と考えられる。

　第二因子は，「政治腐敗批判」，「現代世界の危機」に正の負荷をもち，「社会・共産主義」に

負の負荷をもつ。プラス方向に解釈すると，企業献金や金権政治や核兵器，人種差別に批判的

な人は社会主義や共産主義にも批判的である傾向を測定すると考えられる。

　第三因子は，「政治的保守主義」，「ナショナリズム」に正の負荷をもつ保守主義因子と考えら

れる。

4.簡便尺度をもちいた支持政党を外的基準とした正準判別分析

　簡便尺度が測定する態度と支持政党との間の関係を検討するために，被験者の支持政党を外

的規準とした正準判別分析をおこなった。

　支持政党の特定化は次の手順によっておこなわれた。まず最初に支持政党を質問して，支持

政党がないと答えた被験者に対して，次に好きな政党を質問した。最初の質問で支持政党を答

えた被験者を各政党の支持者とした。さらに，次の質問で好きな政党を答えた被験者を各政党

の支持者とみなして付け加えた。支持なし群は, 2回めの質問においても好きな政党はないと

答えた被験者で構成した。欠損値かおる被験者を除いて，最終的には360名の被験者を判別分析

の対象とした。 Table 6 には各政党支持者の人数構成が示されている。なお,本研究のサンプル

はランダムサンプリングによるものではないため，支持者群の人数に偏りが生じている可能性

を指摘しておく。正準判別解の統計的検定の結果, 5％水準で，第1判別軸のみが有意であっ

た。第2判別軸は，わずかに5％水準に達しなかった。

　Table 7の正準構造値によれば，第1判別軸は，「社会･共産主義」尺度に高い負荷をもつこ

とから，社会主義や共産主義に対する好悪の態度を測定する軸と考えられる。 Fig. 1の判別軸

上の判別得点平均のプロットによれば，プラス方向にそして，共産党支持群を位置づけている。

そして原点付近に支持なし及び社会党支持を位置づける。そして，マイナス方向に向かって自

民党支持新党さきがけ支持，その他の政党支持，新進党支持群を位置づけている。全体的に見

ると，共産党支持者群が，共産主義や社会主義に対する態度次元上において，他の支持者群と

違いを生じているという結果である。
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Table 5 因子分析の結果

(準拠構造値と因子間相関)

尺度名 第１因子　第２因子　第３因子

エコロジー

道徳的態度

男女平等

政治参加

日本政府の政策課題

自由士義

目本の国際貢献

雇用制度の現状維持

政治腐敗批判

現代世界の危機

社会・共産主義

政治的保守主義

ナショナリズム

736　　　　132　　　－037

693　　　　138　　　013

661　　　－163　　　－150

555　　　　281　　　128

528　　　－361　　　　044

510　　　　267　　　206

457　　　－161　　　　368

375　　　－303　　　　158

101　　　　748　　　－201

140　　　　711　　　－118

226　　　－631　　　－365

016　　　－065　　　　816

030　　　　047　　　733

因子間

相関行列

第１因子

第２因子

第３因子

　　　　　　171　　　271

171　　　　　　　　　－089

271　　　－089

Table 6

注）小数点省略

支持政党別の人数構成

支持政党 自民党　社会党　新進党　新党さきがけ　共産党　その他の政党　支持なし

人数 40　　　56　　　41　　　　22　　　　6　　　　　9　　　　　186

比率 11.2％　15.6％　11.4％　　　　6％　　　　1.6％　　　2.5％　　　51.26％

Table 7 正準判別分析の結果
(正準構造値)

尺　度　名　　　　　第１軸　第２軸

ナショナリズム　　　　　　ー164　－296

現代世界の危機　　　　　　199　　209

政治的保守主義　　　　　－161　－101

社会・共産主義　　　　　　659　－354

日本の国際貢献　　　　　－373　　335

政治腐敗批判　　　　　　　150　　284

政治参加　　　　　　　　　172　　340

自由主義　　　　　　　　　　182　　635

男女平等　　　　　　　　　　296　　292

日本政府の政策課題　　　－197　－054

エコロジー　　　　　　　　　299　　353

雇用制度の現状維持　　　－031　－139

道徳的態度　　　　　　　　　090　　003

近似Ｆ統計量の確率水準　0.0003　0.0666
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Fig. 1　各群の正準判別得点平均値のプロット

全体的考察

1.簡便尺度の構成結果の全体的評価

　今回の項目分析によって開発された簡便尺度は, 13尺度（全項目数は36個）からなり，経済

的かつ信頼性が保持された尺度であると評価できる。しかしながら，政治的保守主義と雇用制

度の現状維持尺度は実際的使用に関して信頼性に乏しいと判断される。

　まず今後改良すべきは，政治的保守主義尺度である。いうまでもなく政治的保守主義（politi-

cal conservatism）は，政治的態度間構造研究において，重要な位置をしめる変数であるので，

是非とも当尺度の改善が必要であろう。なお，雇用制度の現状維持尺度は，社会人労働者の調

査においては意義を認められるものの，代替可能な既存尺度もあることから，今後予定される

調査には使用しないつもりである。

　さて，こうして構成された簡便尺度がカバーする領域だけで，政治的態度測定に際して十分

かどうかは，今後の検討課題である。簡便性を重視したために実際の使用に際しては重要な変

数の抜け落ちがないかどうか十分に検討しなければならない。また，今日の政治状況では，政

党間の主張の差異もほとんど見いだしにくい。そこで,政治的行動に直接関わる態度変数とは，

われわれの簡便尺度のような基底的な態度変数ではなく，短期的に生じる政治的争点に対する

態度変数である可能性もある。たとえば，今日では，住専問題処理の公的資金導入のような争
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点が挙げられよう。このような短期的争点に関しても，測定時の状況にあわせて随時，尺度項

目をバッテリー内に追加する必要があるだろう。そうすれば，簡便尺度が測定する基底的態度

次元と短期的争点に対する態度がどのような関連をもつかの検討が可能となろう。

2.本研究の結果から見た政治的態度構造の“変化”

　尺度構成の過程で，近年進行しつつある政治的態度間構造の変化を示唆する結果がいくつか

得られている。

　まず，われわれの構成した簡便尺度の因子分析の結果と類似尺度による大学生を対象とした

データを分析した東（1994）の因子分析の結果とは必ずしも一致しなかった。東（1994）によ

るキャッチフレーズ尺度の因子分析では, 2因子解か採用されており，本稿の第一因子と「社

会･共産主義」尺度抜きの第二因子が合体した形で自由主義（liberalism）関連の因子が抽出さ

れていた。東（1994）の研究においては本研究と同様の項目を使用したが，大学生の場合には

社会主義や共産主義に関する尺度は構成できなかった。一方，社会人の場合は尺度として構成

可能であった。これは対象年齢が広い社会人の場合，社会主義や共産主義に対する態度の個人

差はいまだ観察可能であったということを示唆している。

　しかしながら，当該尺度の態度間構造における位置づけは従来の研究結果と異なっているこ

とに注意しなければならない。従来の態度間構造研究が示唆してきた保守一革新次元の観点か

らは，政治腐敗批判と社会主義や共産主義への肯定的態度は正の相関関係にあると仮説されて

きた。しかし，本研究の尺度間相関やその因子分析の結果からは，政治腐敗および核兵器や人

種差別に批判的な人は社会主義や共産主義に対しても批判的である傾向がみいだされており，

負の相関関係にあることが示された。本研究の結果からは，従来の態度間構造研究のパラダイ

ムを見直す必要性が示唆される。これらの問題に関しては別稿にて詳細に展開したいと考える。

　次に，妥当性検証の一環としておこなった支持政党別の判別分析の結果によれば，判別軸上

に現れた支持者群間の差異は，共産党支持者群と，それら以外の各政党支持者群や支持政党な

し群との間にのみ存在する差異であった。従来の研究では，保守一革新の連続体上に，各政党

支持者群を一般通念的にイメージされる序列に従って位置づけることが可能であった（早川，

1986 : 東, 1993）。しかし, 1993年に大学生を対象とした調査をおこなった東（1994）の判別結

果においては,保守一革新軸にはやや変質が認められており，新生党と自民党群を一方の極に，

社会党は原点からプラス方向よりに，そして他方の極には共産党群を位置づける判別軸が見出

されている。さらに今回（1995年）の結果では，共産党を一方の極に位置づけ，それ以外の政

党支持者群の序列は旧来の保守一革新の序列とは必ずしも対応しない位置づけがなされてい

る。

　本研究の判別結果と従来の研究との不一致は現在進行しつつある目本の政治状況の変化にと
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ぢなう結果とも解釈できる。いわゆる複数の政党の寄り合い所帯となった新進党の出現によっ

て，旧来政党の支持者群間に見られた態度の群間差が埋没（縮減）してしまったことも原因の

一つであろう。さらに現在では，社会主義国の相次ぐ崩壊をうけて，社会主義や共産主義への

評価は共産党支持者においてのみ肯定的に評価されている（但し，本サンプルの共産党支持者

群の場合，他の支持者と比べて相対的に肯定的であるという結果であり，強く肯定していると

いう訳ではない）。しかも今日では共産党をのぞいて，ほとんどの政党は与党の経験をもつにい

たり，それらの各党の主張間に差異はほとんど認めにくいといえる。それゆえ支持政党と政治

的態度の関係も弱くなりつつある傾向があるのかもしれない。こうした政治的態度と行動の関

係変化のあとさきを計量的にあとづけていくことは社会科学的にも意義があると思われる。

　今後は，ここで開発された社会人用の尺度によって測定された態度構造と同時期に収集し九

大学生データの構造の間に違いが認められるかどうかを検討するとともに，この尺度の簡便性

を生かして，社会人対象の調査研究に利用していきたいと考えている。
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